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A Study of the Factor to Affect Job Hunting (1):
















































































































































































































































＝. 54,p<.001）と「前向き行動」（r＝. 41,p<. 001）
の２つであり、「精神的強さ」と相関の高かった行
動尺度の因子は「前向き行動」（r＝. 60,p<. 001）、
「スポーツ行動」（r ＝. 38,p<. 005）、「外見行動」（r 
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人の日常生活における自己呈示のあり方、自
己呈示欲求の活性化のしやすさ（欲求の類
型）、そして就職準備活動の経験が、何らか
の形で就職活動での自己呈示に影響を与える
可能性が示唆されたといえるであろう。
　就職活動に向けて準備活動を行うことは、
少なくともエントリーシートという形式での
活動に関しては、求められた記述内容を物語
のように詳しく、情景が想起できるような文
章で記述する力を養うと考えられる。当然、
準備活動の経験がなくとも詳しい描写が可能
な人もいるだろうが、準備活動の経験が豊富
にあればあるほど、洗練された内容でのしっ
かりとした記述ができる可能性が増すと考え
られる。
　訓練の効果については、日常生活における
自己呈示行動の頻度に関する結果からも傍証
されたのではないだろうか。ふだんから知的
なイメージや精神的に強いイメージを相手に
与えるために自己呈示を行う頻度の高い人は、
就職活動においても何らかの自己描写をする
ことにそれほど抵抗を感じず、一定の質ある
いは量の記述が行えるといえる。一方で、日
常生活においてあまり頻繁には自己呈示を行
わない人が、就職活動においてどのような描
写を行うかは、どのような就職準備活動に取
り組んできたか、あるいはその場においてど
のような自己呈示欲求が活性化するかに左右
される可能性が示唆されている。この点から
も、就職活動における訓練の影響力は示され
たといえる。
　賞賛獲得欲求と拒否回避欲求が就職活動に
与える影響力について本研究の結果から考え
られることは、賞賛獲得欲求の強さが就職活
動の促進要因として考えられるのに対し、拒
否回避欲求の強さが複雑な影響力をもってい
を促進する要因として、拒否回避欲求は性格
の記述をやや抑制する要因として、それぞれ
作用する可能性が示唆された。
　次に自己呈示行動については、行動因子の
種類は異なっていても、いずれの行動も高群
が「短文レベル」と非常に近い空間に付置し
ていた。それに対して、各自己呈示行動の低
群はどの記述レベルとも相対的に離れた位置
に付置していた。つまり、日常生活において
何らかの自己のイメージを相手に印象づける
ために自己呈示する傾向の多い人は、（自己呈
示欲求の活性化のしやすさや、就職活動に対
する準備活動の経験の有無とは関係なく）も
ともと何らかの自己アピールをする必要があ
る場面では、単語の列挙以上のある程度の記
述をしやすい可能性が示唆される。それに対
して、日常生活で自己呈示をする傾向の少な
い人は、どのような自己呈示欲求が活性化す
るかによって、あるいは、どのような準備活
動に取り組むかによって、自己アピールを必
要とする場面でのアピールの仕方が異なる可
能性があると、この結果から考察できよう。
　さらに、準備活動の経験があることと「説
明文レベル」の付置が近接していた。この結
果は小島（2006）で示した考察と一致してお
り、自己描写や文章表現に関連する準備活動
に取り組むことが、記述のレベルを相対的に
引き上げる可能性が示唆された。
全体的考察
　本研究は、小島（2006）の探索的分析をふ
まえて、就職活動での自己呈示（模擬エント
リーシートへの記述）に影響を与える要因の
再検討を目的としていた。就職活動での自己
呈示として用いた現象が「記述による自己表
現」という限られた側面ではあったが、その
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の場面でも必ず拒否回避欲求が活性化すると
は限らない。本研究で得られた結果でも、自
分の性格の描写に用いる記述レベルについて、
拒否回避欲求のみ強い人の付置がどの記述レ
ベルとも遠かった。このことは、先述の訓練
の効果が入り込む余地が残されていることを
示しているともいえる。就職準備活動などを
行って、それが必要な状況では拒否回避欲求
の活性化を抑える準備を重ねておけば、日常
生活において拒否回避欲求が強い人であって
も、就職活動において効果的な自己アピール
を行えると思われる。
　本研究では、小島（2006）の探索的な分析
から示唆されていた各要因の影響力の一部に
ついて数量的な分析によって明らかにするこ
とができたが、記述の内容や、記述から推論・
判断されるパーソナリティ像までは考慮して
いない。例えば企業の人事担当者などの採用
者の視点での記述内容の分析を行って、求職
側の就職活動に対する意識と求人側が採用で
重視している側面の一致や不一致の観点から、
就職準備活動の有用性や、求職者の日常生活
における自己呈示の与える影響力などを検討
していく必要があるだろう。
付記
　本研究の分析のうち、クロス集計について
は、日本心理学会第71回大会（2007年９月18
日～20日：東洋大学）にて報告した結果の一
部を再分析したものである。
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る可能性である。楽天リサーチが2007年３月
に卒業予定の学生4‚389名を対象に2006年５
月（つまり大学４年生に進級して２ヶ月の時
点）に実施したWeb調査によると、アンケー
ト回答時に内定を取得している学生（3‚393
名）の特徴の１つに“自己アピール力”に優
れていることが示されている。それに対して、
調査時点で内定を得ていない学生（996名）
の特徴の１つとして、『周囲から「いい人」と
思われたい』という（拒否回避欲求と類似の）
意識の高いことが挙げられている。一概には
いえないが、こうしたweb調査の結果や、本
研究の結果をふまえてみると、拒否回避欲求
の強さが就職活動においては不利に働く可能
性が考えられる。例えば、２つの事柄のいず
れかを選択して記述するような状況で、賞賛
獲得欲求の強さのみが活性化された場合には
より自己高揚的な自己呈示が可能な記述を選
択する可能性が高いと思われるが、賞賛獲得
欲求の強さとともに拒否回避欲求の強さも活
性化されると（２つの自己呈示欲求の交互作
用によって）『念のために両方書いておこう』
といった気遣いが生じる可能性が高い。こう
した行動が「たくさんの情報を提供してい
る」と肯定的に解釈される場合もあるだろう
が、「指示されたことに従っていない」と否定
的に解釈される場合もあると思われる。また、
拒否回避欲求のみ強い人が失敗経験の描写を
選択しやすいという本研究の結果をふまえる
と、就職活動という状況においては不利に働
く可能性のある自己卑下的な自己呈示を選好
する拒否回避欲求の強い人は、やはり採用の
チャンスを自ら減らしてしまう可能性が高い
といえる。
　ただし、ふだんの生活において拒否回避欲
求が活性化しやすいからといって、就職活動
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